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外壁タイル裏面の接着率判定システム



①画像解析技術を用いた検査 〜従来の⼿法〜

・従来は、目視で合否判定。
・現状においては検査の正確性や客観性を担保できる手法が確立されていない。



①画像解析技術を用いた検査 〜システムを⽤いた⼿法〜

・画像解析技術により、タイル裏面への接着剤の接着率を正確に算出し、
当該検査の合否を客観的に判定。

・撮影環境に影響を受けずに、現地で即時、
システムによる正確かつ客観的な検査および記録が行える。



②検査記録の自動作成

・従来、手作業にて、Excelへの転記や写真整理に多くの時間を要していた。
・自動作成により、当該検査業務全体の65%以上の削減を実現。



○対応しているタイルのサイズ

・50二丁（45mm×95mm）
・二丁掛（60mm×227mm）
・ﾎﾞｰﾀﾞｰﾀｲﾙ（30mm×227mm）
・大形（1:1）、（1:2）

○対応しているタイル(裏面)および接着剤の色

タイル裏面の色：ホワイトベース
接着剤の色 ：グレーもしくはダークグレー

【参考】解析システムの精度

第三者評価機関による精度評価にて、
画像解析処理システムの誤差が±1%未満であることを確認済み。

○本システムを利用できる検査

プロセス検査(接着率判定) ※完成検査(引張接着強度検査)では利用不可

③利用にあたっての留意事項


